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論
　
文

上
代
文
字
資
料
と
「
う
た
」
の
文
字
表
現

―
前
白
木
簡
と
「
仮
名
書
き
」
の
こ
と

―

八
　
木
　
京
　
子

一
、
は
じ
め
に

　
　
　
　

―
「
木
簡
」
に
書
か
れ
る
和
歌
の
諸
問
題
―

現
在
、
文
字
資
料
学
は『
木
簡
研
究
』が
先
鞭
を
つ
け
た
よ
う
に（
一
九
六
一

年
に
「
木
簡
」
が
発
見
さ
れ
る
）、「
考
古
学
的
遺
物
＝
モ
ノ
」
の
認
識
の
も

と
に
、
単
に
文
字
だ
け
で
は
な
く
、
書
写
材
料
の
形
態
面
を
考
察
対
象
と
す

る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
（
佐
藤
信
氏
『
出
土
史
料
の
古
代
史
』

東
京
大
学
出
版
会2002･11

）。
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
相
次
い
で
著
書
を
ま

と
め
ら
れ
た
、
杉
本
一
樹
氏
『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』、
栄
原
永
遠
男
氏

『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』、
同
氏
『
奈
良
時
代
写
経
史
研
究
』、
渡
辺
晃

宏
氏
『
平
城
京
と
木
簡
の
世
紀
』
な
ど
の
書
は
、
そ
れ
ら
形
態
論
、
様
式
論
、

機
能
論
を
ふ
ま
え
た
周
到
な
研
究
大
成
と
な
っ
て
い
る
。
資
料
批
判
（
モ
ノ

批
判
）
と
い
う
面
に
お
い
て
、
文
字
や
典
籍
を
研
究
対
象
と
す
る
も
の
が
、

常
に
省
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
唆
的
な
言
を
多
く
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ

こ
に
文
字
資
料
学
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
提
示
さ
れ
た
と
い
え
る（
１
）。

「
歌
木
簡
」（「
歌
」
を
書
く
た
め
の
一
定
の
規
格
を
有
し
た
木
簡
）
の
こ

と
を
提
唱
さ
れ
た
栄
原
永
遠
男
氏
も
ま
た
、
木
簡
の
属
性
把
握
の
重
要
性
を

十
分
に
指
摘
し
な
が
ら
、
木
簡
に
書
か
れ
た
「
文
字
」
だ
け
を
扱
う
こ
と
に

注
意
喚
起
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る（
２
）。

①�

書
か
れ
た
文
字
の
み
を
対
象
と
す
る
研
究
が
多
く
、
木
簡
と
し
て
見
る

姿
勢
に
と
ぼ
し
い
。

②�

木
簡
に
書
か
れ
た
歌
も
し
く
は
歌
ら
し
き
も
の
を
、
機
械
的
に
習
書･

落
書
と
見
な
し
て
い
る
。

本
稿
で
提
示
す
る
文
字
資
料
は
、
改
め
て
旧
稿
に
手
を
入
れ
つ
つ（
３
）、
木
簡

の
形
態
や
属
性
、
余
白
の
文
字
や
裏
面
の
文
字
情
報
に
関
し
、
可
能
な
限
り
、

再
度
調
査
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
資
料
は
実
見
に
及
ば
な
か
っ
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た
も
の
も
多
く
、
そ
の
不
安
は
正
直
、
拭
え
て
は
い
な
い
。
し
か
し
ま
た
、

「
実
見
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
え
ば

―
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
最

優
先
を
研
究
者
と
し
て
十
二
分
に
考
え
る
一
方
で
、
取
り
寄
せ
た
「
頒
布
写

真
」
の
画
像
の
精
彩
さ
、
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
リ
ン
ク
画
像
の

有
用
性
に
、
新
し
い
「
研
究
」
の
可
能
性
を
見
は
る
か
す
、
こ
の
数
年
で
も

あ
っ
た（
４
）。

栄
原
氏
の
「
歌
木
簡
」
論
が
、
国
文
学
界
に
提
示
し
た
も
の
は
大
き
い
。

「
は
る
く
さ
」
木
簡
（「
皮
留
久
佐
乃
皮
斯
米
之
刀
斯
□
」）
を
最
古
と
す

る
「
歌
木
簡
」
の
二
尺
の
規
格
・
片
面
一
行
と
い
う
様
式
は
、「
難
波
津
の

歌
」
を
含
む
九
点
が
、
現
在
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
定
の
定
型
規

格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
、
注
意
さ
れ
る（
５
）。

裏
面
に
文
字
を
残
さ
な
い
「
は

る
く
さ
」
木
簡
は
、「
繰
返
し
」
書
く
と
い
う
よ
う
な
「
習
書
」
の
跡
が
見

え
ず
（「
習
書
」
は
、
繰
り
返
し
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
）、
確
か
に
そ
れ
を

「
文
字
の
覚
え
」
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い（
６
）。

そ
の
点
に
お
い
て
、「
歌
木

簡
」
の
存
在
そ
の
も
の
に
、
論
者
は
異
議
を
呈
す
る
も
の
で
は
な
い
。

上
野
誠
氏
は
、
歌
は
「
時
々
の
状
況
に
対
応
し
て
、
個
々
人
の
思
い
を
陳

べ
る
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
記
録
す
る
機
会
は
、
他
人
の
歌
の
場
合
も
自

作
の
歌
の
場
合
も
あ
っ
た
と
考
え
、「
字
を
覚
え
る
た
め
の
習
書
で
は
な
く
、

定
め
ら
れ
た
規
格
の
木
簡
に
、
三
十
一
文
字
を
適
当
な
字
間
を
置
い
て
配
字

す
る
た
め
の
練
習
で
あ
っ
た
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た（
７
）。

栄
原
氏
に
よ
り
、

記
録
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
二
尺
の
材
を
用
い
る
必
要
は
な
い
と
の
反
論
も
出

さ
れ
た
が
、
歌
木
簡
の
廃
棄
の
過
程
で
生
じ
た
で
あ
ろ
う
縦
割
れ
・
中
折
れ

を
、
そ
の
都
度
、
二
次
的
段
階
・
三
次
的
段
階
と
、
裏
面
や
余
白
の
習
書
・

落
書
の
加
筆
過
程
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
は
、
渡
辺
晃
宏
氏
に
指
摘

さ
れ
て
い
る（
８
）。

そ
も
そ
も
、
推
定
長
「
二
尺
」
は
、
そ
の
字
配
り
か
ら
の
類
推
で
あ
る

が
、
論
者
が
前
稿
に
お
い
て
問
題
と
し
た
の
は
、「
歌
」
は
、
当
初
よ
り
一

首
全
体
を
書
く
べ
き
も
の
と
意
図
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
一
点
に
尽
き

る（
９
）。

記
録
と
し
て
な
ら
ば
、
当
然
、
和
歌
一
首
を
書
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
紙
媒
体
で
は
な
く
、
次
々
に
「
習
書
」「
落
書
」
が
書
き
加
え
ら
れ
、

最
終
的
に
廃
棄
さ
れ
て
い
く
木
簡
で
は
、
現
在
残
っ
て
い
る
「
歌
木
簡
」
の

全
長
が
二
〇
セ
ン
チ
、
三
〇
セ
ン
チ
と
い
う
実
態
の
な
か
で
、
ど
こ
ま
で
そ

の
全
体
像
（
二
尺
）
が
想
像
で
き
る
も
の
か
、
幾
ば
く
か
の
疑
問
を
禁
じ
得

な
い
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
、
中
折
れ
で
あ
れ
ば
、
歌
の
下
の
句
だ
け
が
残
っ
た

事
例
も
あ
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
知
ら
れ
る
難
波
津
の
歌
を

含
む
和
歌
木
簡
は
、
歌
の
上
の
句
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
も
、
そ
の
過
程
を

考
え
る
と
き
不
自
然
で
は
あ
る
。

木
簡
に
書
か
れ
る
和
歌
は
、「
歌
」
一
首
全
体
を
記
録
し
、
そ
れ
を
読
み

上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
書
き
手
が
知
り
得

る
限
り
の
「
歌
」、
そ
の
一
節
を
書
き
つ
け
た
も
の
、
と
考
え
て
い
く
方
が
、

上
代
人
の
和
歌
空
間
の
在
り
よ
う
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。

前
稿
に
て
「
落
書
（
す
さ
び
書
き
）」
に
規
定
し
た
、「
た
へ
し
人
と
と
る

と
も
同
じ
心
そ
」（
平
城
宮
内
裏
外
郭
東
北
部
土
抗
出
土
木
簡
）、「
玉
桙
の
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～
君
来
（
下
三
句
か
）」（
平
城
宮
内
裏
北
方
官
衙
地
区
出
土
木
簡
）
の
和
歌

の
よ
う
に
、
木
簡
の
余
白
に
数
句
だ
け
書
か
れ
る
「
韻
文
」
が
存
在
す
る
以

上
、
二
〇
セ
ン
チ
～
三
〇
セ
ン
チ
程
度
（
一
般
の
木
簡
規
格
）
の
木
簡
に
、

上
の
句
や
そ
の
大
き
さ
に
入
る
だ
け
の
「
仮
名
書
き
」
を
、
自
由
に
書
き
連

ね
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
石
神
遺
跡
の
木
製
品
に
書
か
れ
る

「
あ
さ
な
ぎ
に
」
の
和
歌
も
、
片
面
の
み
の
刻
書
で
あ
る
が
、
冒
頭
か
ら
の

十
四
字
（
踊
り
字
を
含
ん
で
十
五
字
）、
す
な
わ
ち
、
そ
の
木
製
品
に
入
る

限
り
の
文
字
が
刻
ま
れ
る
だ
け
で
、
裏
面
に
続
く
こ
と
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
栄
原
氏
が
Ｂ
類
に
分
類
す
る
「
歌
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
拡
が

り
が
あ
り
、
今
後
と
も
に
、
氏
の
論
も
進
展
し
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
る（
（1
（

。

今
後
、
わ
れ
わ
れ
は
、
Ⅰ
類
Ｂ
タ
イ
プ
、
Ⅱ
類
の
和
歌
と
と
も
に
、
馬
場
南

遺
跡
出
土
木
簡
の
よ
う
な
私
的
歌
宴
や
、
法
会
の
場
な
ど
の
可
能
性
を
加
え

な
が
ら（
（1
（

、
さ
ら
に
深
め
て
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

二
、「
難
波
津
の
歌
」

　
　
　
　

―
「
発
話
形
式
」
と
「
仮
名
書
き
」
―

前
稿
で
は
、「
難
波
津
歌
」
の
「
繰
返
し
」
事
例
の
多
い
こ
と
に
着
目
し
、

そ
の
「
習
書
」
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
「
万
葉
仮

名
習
得
の
手
本（
（1
（

」、
い
わ
ゆ
る
「
文
字
の
覚
え
」
で
は
な
く
、「
仮
名
書
き

体0

」
の
習
得
を
目
的
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
私
見
を
述
べ
た
も
の

で
あ
っ
た
（「
落
書
」
と
考
え
ら
れ
る
例
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
）。
そ
も
そ
も
、

文
字
テ
キ
ス
ト
を
持
た
な
い
「
難
波
津
の
歌
」
を
「
文
字
習
得
」
の
た
め
、

と
考
え
る
に
は
相
応
の
問
題
を
残
す
で
あ
ろ
う
し
（
実
際
、
難
波
津
の
歌
の

仮
名
字
母
は
複
数
あ
る（
（1
（

）、
い
わ
ゆ
る
『
論
語
』
習
書
の
よ
う
に
、
テ
キ
ス

ト
を
臨
模
し
な
が
ら
学
習
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

し
か
し
、
規
範
と
な
る
文
字
テ
キ
ス
ト
を
持
た
な
い
な
が
ら
に
、「
万

葉
仮
名
」
は
繰
り
返
し
練
習
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
記
憶
の

中
の
「
な
に
は
つ
」
の
歌
の
音
律
を
、「
仮
名
」
で
書
き
表
わ
す
こ
と
で
、

繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
他
は
な
い
。

前
稿
に
、
右
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
に
つ
き
、
本
稿
に
て
補
足
を
し
て
お

き
た
い
。

近
年
、
韓
国
出
土
木
簡
と
の
比
較
研
究
の
も
と
に
、「
前
白
木
簡
」
が
七

世
紀
代
の
木
簡
研
究
の
上
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
い
わ
ゆ
る

「
前
白
木
簡
」
は
、
七
世
紀
代
の
例
が
大
半
を
占
め
、
そ
の
多
く
が
「
和
文

体
」
で
表
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
敬
語
表
現
が
用
い
ら
れ
、
必
要
最
小
限

の
助
詞
の
明
示
化
と
と
も
に
、
そ
の
語
順
も
日
本
語
順
で
書
か
れ
る
も
の
で

あ
る
（
Ａ
例
参
照
）。
そ
れ
が
「
和
文
体
」
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
と
さ
ら
重

要
な
指
摘
で
あ
る
。「
こ
と
ば
」
そ
の
も
の
が
「
和
語
」
で
発
想
さ
れ
、
書

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
看
過
で
き
な
い
問
題
を
孕
ん
で
い
よ
う
（「
和

語
」「
和
文
」
の
書
記
で
あ
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
な
ら
ば
「
和
化
漢
文
」

で
は
な
く
「
漢
式
和
文
」
の
用
語
が
適
当
で
あ
ろ
う
か（
（1
（

）。
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Ａ
、
藤
原
宮
跡
北
面
中
門
地
区
出
土
木
簡 （
七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭
）              

　

・
卿
等
前
恐
々
謹
解
寵
命
□

　

・
卿
尓
受
給
請
欲
止
申

Ｂ
、
小
敷
田
遺
跡
出
土
木
簡 （
七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭
）

　

・
□
□
直
許
在
□
□
代
等
言
而
布
四
枚
乞
是
寵
命
座
而

　

・
□
乎
善
問
賜
欲
白
之                                                  

い
ず
れ
も
、
出
土
時
期
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
比
定
さ
れ
る
が
、

中
央
か
ら
の
出
土
の
例
（
Ａ
）、
地
方
官
衙
（
埼
玉
県
小
敷
田
遺
跡
）
か
ら

の
出
土
の
例
（
Ｂ
）
で
あ
る
。
以
上
の
二
例
は
、
東
野
治
之
氏
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
釈
読
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

Ａ
、�

卿
ら
の
前
に
恐
み
恐
み
も
謹
み
て
解ま

を

す
。
寵
□
…
…
卿
に
受
け
給

は
ら
む
こ
と
請こ欲
ふ
と
申
す
。

Ｂ
、�「［　
　

］
直
の
許
在な

る
□
□
代
等ら

に
言
し
て
布
四
枚
を
乞
へ
。
こ
れ

寵
命
に
坐
し
て
…
…
□
を
善
く
問
ひ
賜
は
む
こ
と
欲
す
と
白ま

を

す
。

Ａ
木
簡
は
、「
～
前
ニ
＋
解
ス
＋
『　
　
　

』
ト
申
ス
」
の
書
式
に
則
っ

て
お
り
、
一
般
的
な
上
申
文
書
の
書
式
で
あ
る
。『　
　

』
の
発
話
内
容
は
、

敬
意
表
現
を
含
む
日
本
語
順
の
「
和
文
」
で
あ
る
こ
と
は
見
て
の
と
お
り

で
あ
ろ
う
。
Ｂ
木
簡
も
ま
た
、「
～
言
シ
テ
＋
『　
　

』
＋
白
ス
」
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
ら
か
な
「
前
白
」
形
式
を
取
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
上
申
の
際

の
ひ
と
つ
の
類
型
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。

Ｃ　
法
隆
寺
五
重
塔
初
層
天
井
組
子
裏
面
墨
書（
和
銅
四〔711

〕年
以
前（
（1
（

）

　
　

六
月
肺？

？出

　
　

□

　
　
　
　
　

白
之

　
　

□
斯
支
己
止

　
　

止？

富
四

　
　

□

　
　

言

＊�

一
文
字
目
の
□
は
「
前
」「
首
」
な
ど
の
三
角
目
ま
で
か
。
富
四
の
次
の
□
は
、

「
言
」
の
二
画
目
ま
で
か
。
少
し
離
れ
た
組
木
に
は
「
賜
之
」
と
あ
る
。

Ｄ
、
法
隆
寺
五
重
塔
初
層
天
井
組
子
裏
面
墨
書（
和
銅
四〔711

〕年
以
前
）

　
　
　
　
「
奈
尓
」

　
　
　
　
「
奈
尓
波
都
尓
佐
久
夜
己
」

＊�

「
奈
尓
」
と
「
奈
尓
波
都
尓
佐
久
夜
己
」
は
垂
直
方
向
に
書
か
れ
、
細
長
い
組
板

の
横
方
向
に
「
奈
尓
」、
縦
方
向
に
「
奈
尓
波
都
尓
佐
久
夜
己
」
が
書
か
れ
て
い
る
。

縦
方
向
に
は
「
道
其
／
道
道
」
の
同
筆
と
思
わ
れ
る
習
書
が
並
ぶ
（
方
向
を
変
え
て

「
弥？

？九
麻
」
の
習
書
あ
り
）。「
奈
尓
」
は
比
較
的
し
っ
か
り
と
し
た
、
大
ぶ
り
の
文

字
で
書
か
れ
て
い
る
が
、「
奈
尓
波
都
尓
佐
久
夜
己
」
は
、
字
形
も
整
わ
ず
乱
雑
に

書
か
れ
た
も
の
で
、
前
者
の
「
奈
尓
」
と
は
別
筆
に
見
え
る
。
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Ｅ
、
平
城
宮
内
裏
東
方
東
大
溝
地
区
出
土
木
簡
（
奈
良
時
代
）

　

・
□
〔
合
カ
〕請
請
解
謹
解
謹
解
申
事
解
解
奈
尓
波
都
尓

　

・
佐
久
夜
己
乃
波
奈
□〔
夫

□由

□己
カ
〕

　

Ｃ
の
資
料
は
、
釈
文
が
安
定
し
な
い
こ
と
や
、
法
隆
寺
五
重
塔
の
組
木

材
に
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
あ
ま
り
留
意
さ
れ
な
か
っ
た
例
だ
が
、

「
～
前
ニ
＋
白
ス
＋
『
～
し
き
こ
と
～
ほ
し
』
＋
言
ス
」
と
、『　
　

』
に
上

申
内
容
（
発
話
）
を
「
仮
名
書
き
」
す
る
「
前
白
」
書
式
の
習
書
と
想
像
さ

れ
る
。
同
じ
文
字
方
向
で
、
ご
く
近
く
に
書
か
れ
る
「
首（
前
）
？前

」「
前
前
／
前

（
冠
の
み
）
／
前
前
」
の
文
字
も
、
こ
れ
が
「
前
白
」
書
式
の
習
書
跡
で
あ

る
こ
と
を
裏
付
け
る
だ
ろ
う
。

「
～
を
欲
す
（
欲
し
）」
と
「
白
す
」
の
形
式
は
、
Ｂ
に
見
る
と
お
り
で
あ

り
、
上
申
文
書
の
「
～
を
欲
す
（
欲
し
）」
の
類
例
は
、
他
に
も
た
く
さ
ん

の
事
例
が
あ
る（
（1
（

。

上
代
語
で
は
「
欲
る
」「
欲
り
す
」
の
例
が
多
く
、「
欲
し
」
と
訓
読
す
る

場
合
は
「
見
が
欲
し
」「
有
り
が
欲
し
」
な
ど
、
動
詞
の
名
詞
形
に
「
が
」

を
付
け
た
形
や
、
接
尾
語
ク
を
う
け
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
左
記
の
例

の
よ
う
に
、
口
頭
語
と
覚
し
き
「
こ
と
ば
」（
直
接
話
法
）
に
は
、「
欲
し
」

（
形
容
詞
シ
ク
活
用
）
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

�

山
背
の　

久
世
の
若
子
が　

欲ほ
し

と
云
ふ
我　

あ
ふ
さ
わ
に　

我
を
欲ほ
し

と
云

ふ　

山
背
の
久
世

（
人
麻
呂
⑪
二
三
六
二
）

汝
を
ぞ
嫁
に
保ほ

し師
と
誰
、
菴
知
の
此
方
の
万
の
子
、
南
无
南
无
や
、
…
…

（『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
・
三
十
三
話
）

実
は
、
こ
の
「
前
前
／
前
（
冠
の
み
）
／
前
前
」
の
習
書
と
同
じ
組
木
内

0

0

0

0

0

の0

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
Ｄ
「
奈
尓
波
都
尓
佐
久
夜
己
」（
文
字
方
向
は

異
な
る
）
の
「
仮
名
書
き
」
が
見
ら
れ
る
。
従
来
、「
難
波
津
の
歌
」
資
料

と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
れ
が
「
前
白
」
書
式
の
習
書
周
辺
に

書
か
れ
る
こ
と
に
つ
き
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ｄ
「
奈
尓
波
都
尓
佐
久
夜
己
」
は
、
近
く
に
書
か
れ
る
「
奈
尓
」（
大
ぶ

り
な
筆
致
で
、
組
木
に
組
ま
れ
る
以
前
に
書
か
れ
た
か
）
に
触
発
さ
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
筆
致
は
、
Ｃ
資
料
及
び
周
辺
の
「
習
書
」
に
似
て

い
て
、
組
木
と
し
て
組
ま
れ
た
あ
と
に
、
Ｃ
資
料
と
同
時
的
に
書
か
れ
た
と

覚
し
い
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、
Ｅ
、「
□
請
請
解
謹
解
謹
解
申
事
解
解
奈
尓

波
都
尓
」「
佐
久
夜
己
乃
波
奈
□
□
□
」
の
「
難
波
津
木
簡
」
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
習
書
」
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
稿
者
が
と
り
わ

け
興
味
深
く
思
う
の
は
、
そ
の
「
文
書
書
式
」
と
「
書
記
体
」
の
こ
と
で
あ
る
。

「
謹
解
申
事
」
が
、
令
制
後
の
上
申
文
書
書
式
（
事
書
き
の
書
式
）
に
則
っ

て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
公
式
令
に｢

式
部
省
解 

申
其
事
／

其
事
云
云　

謹
解
」（『
養
老
令
』
第
二
十
一
、
公
式
令
十
一
、「
解
式
条
」）

と
あ
る
通
り
、
当
該
木
簡
は
「
謹
解
＋
申
ス
＋
『　
　
　

』」
と
、『　
　

』



上代文字資料と「うた」の文字表現 6

社会学部論叢　第32巻第 2 号 2022. 3〔64〕

に
上
申
の
具
体
的
用
件
を
記
す
、「
上
申
文
書
」
の
書
式
練
習
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
的
用
件
（
～
云
云
～
）
の
「
書

記
体
」
が
、
仮
に

0

0

「
難
波
津
の
歌
」
の
「
仮
名
書
き
体
」
で
書
か
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
さ
て
も
、
現
代
な
ら
ば
「
謹
解
申
、
あ
い
う
え
お
か
き
く
け

こ
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、「
仮
名
書
き
」
と
い
う
書
記
体
で
書
か
れ
る
べ
き

0

0

0

0

0

0

場
所
に
「
上

申
文
書
」
の
「
上
申
内
容
（
発
話
部
分
）」
が
、「
難
波
津
の
歌
」
で
書
か
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

畢
竟
、「
仮
名
書
き
」
は
、
漢
文
体
の
「
文
書
書
式
（
謹
解
～
謹
解
〔
以

解
〕）」
の
大
枠
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、「
和
語
」「
和
文
」
を
発
話
主
の
音
韻

の
ま
ま
に
書
記
化
す
る
方
法
と
し
て（
（1
（

、
律
令
政
治
の
幕
開
け
の
時
代
、
徐
々

に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
難
波
津
の
歌
」
は
、「
文
字
の
覚
え
」（
文
字
習
得
）
で
は
な
く
、
実
用

的
な
律
令
文
書
に
用
い
る
「
仮
名
書
き
体0

」
の
習
得
の
た
め
で
あ
っ
た
、
と

い
う
論
者
の
立
論
は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
の
帰
結
に
よ
る
。

先
に
挙
げ
た
、
Ｃ
・
Ｄ
例
の
「
仮
名
書
き
」
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
上
申

文
書
の
書
式
練
習
の
一
環
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、「
仮
名
書
き
体
」
で
書
か
れ
た
上
申
文
書
の
習
書
に
、
次
の
よ
う

な
事
例
も
見
ら
れ
る
。

Ｆ
、
薬
師
寺
東
僧
房
北
井
戸
跡
（
霊
亀
〔716

〕
年
の
伴
出
木
簡
あ
り
）

　

・
□
□
知
□
謹
申
木
未
呂
阿
何
波
知

　

・
木
未
呂
和
礼
波
知
□〔
木
知
ヵ
〕□波
知
波 

「
謹
み
て
申
す
こ
と
に
は
、『
木
未
呂
、
吾
（「
阿
」
を
書
き
直
し
て
「
何
」）

は
知
る
、
木
未
呂
わ
れ
は
知
る
…
…
』」
な
ど
と
訓
読
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
か
。「
上
申
文
書
」
で
は
、「
前
白
」「
謹
申
」
の
後
に
続
け
て
、「
僕
・

奴
・
奴
我
（
や
つ
か
れ
）」「
わ
れ
」「
自
身
の
名
」
を
言
挙
げ
し
た
の
ち
に
、

「
上
申
（
発
話
）
内
容
」
を
記
載
し
て
い
く
事
例
が
少
な
く
な
い（
（2
（

。

前
白
木
簡
は
、「
解
」
や
「
牒
」
な
ど
の
文
書
の
様
式
が
整
っ
て
い
く
前

段
階
の
書
式
と
考
え
ら
れ
、
七
世
紀
末
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、
口
頭
伝
達

を
文
書
化
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
き
、
三
上
喜
孝

氏
は
「
一
定
の
様
式
を
持
つ
文
書
が
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
列
島

に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
」
で
あ
り
、「「
口
頭
か
ら
文
書
へ
」
と
い

う
文
脈
と
は
別
次
元
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
提
言
し
て
い
る（
（2
（

。

た
だ
し
、
そ
の
朝
鮮
半
島
由
来
の
「
様
式
」
に
当
て
は
め
て
、
ど
の
よ
う

に
口
頭
言
語
を
記
録
し
た
か

―
、
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
い
う
「
文
書
書

式
」
と
「
書
記
体
」
の
こ
と

―
、
は
、
和
語
を
ど
の
よ
う
に
記
載
し
た
か

と
い
う
視
点
で
あ
る
。
い
ま
飛
鳥
池
木
簡
に
「
～
（
大
徳
）
前
白
須0

～
」

の
よ
う
な
前
白
木
簡
と
覚
し
き
例
を
見
る
に
つ
け
、「
～
の
ま
へ
に
ま
を
す0

～
」
と
い
う
書
式
の
定
型
化
は
、
和
文
表
記
へ
の
大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
と

考
え
る
の
で
あ
る
。
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三
、「
難
波
津
の
歌
」

　
　
　
　

―
地
名
の
「
仮
名
書
き
」
と
「
習
書
」
―

Ｇ
、
藤
原
京
左
京
七
条
一
坊
西
南
坪
出
土
木
簡（
七
世
紀
末
～
大
宝
初
年
頃
か
）

　

・
奈
尓
皮
ツ
尓
佐
久
矢
己
乃
皮
奈
布
由
己
母
利
伊
真
皮
々
留
マ
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
□
太
夫

　
　

佐
久
□
〔
矢
ヵ
〕□
□ 

□
〔
皮
ヵ
〕 

□
〔
奈
ヵ
〕□  
職
職　
［　

］　  

□　

□
与

　

・
皮
□
〔
皮
ヵ
〕皮
皮
職
職
職
馬
来
田
評

「
職
」
は
、
律
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
官
司
の
職
名
で
あ
り
、
そ
の

長か

み官
は
「
大
夫
」
で
あ
る
。
当
時
、「
中
宮
職
」「
大
膳
職
」「
左
右
京
職
」「
摂

津
職
」
が
置
か
れ
る
が
、
習
書
木
簡
に
は
「
大
膳
職
解
～
」「
中
宮
職
解
～
」

な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
Ｇ
例
も
同
様
、
実
用
文
書
の
練
習
の
一
環
で

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

就
中
、
Ｇ
の
事
例
で
は
、「
皮
皮
皮
」
と
繰
り
返
し
「
万
葉
仮
名
」
を
練

習
し
た
あ
と
に
、
そ
の
応
用
と
で
も
い
う
べ
き
か
、
地
名
（
評
名
）
で
あ
る

「
馬
来
田
」
が
「
仮
名
書
き
」
さ
れ
て
い
る
。「
難
波
津
の
歌
」
の
周
辺
に
、

「
万
葉
仮
名
」
の
習
書
が
多
い
こ
と
は
、
前
稿
に
も
例
を
挙
げ
た
と
お
り
で

あ
る
。

「
仮
名
書
き
」
が
実
用
化
さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
、
地
名
・
人
名
・
物
産
品
名

な
ど
が
あ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
が
、
実
際
に
「
仮
名
書
き
」
を
書
い
て
み

0

0

0

0

る0

と
い
う
よ
う
な
場
合
に
は

―
、
仮
に

0

0

何
ら
か
の
韻
律
に
の
せ
て
、
例
え

ば
「
な
に
は
つ
に
さ
く
や
～
」
な
ど
と
書
く
以
外
、「
仮
名
書
き
」
テ
キ
ス

ト
を
も
た
な
い
万
葉
人
に
と
っ
て
は
、
練
習
の
仕
様
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。も

ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
「
練
習
」
と
言
う
以
上
、
そ
の
問
題
性
は
限
り
な
く

「
習
書
」
に
近
づ
い
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
一
次
的
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
「
難

波
津
の
歌
」
の
書
記
と
、
そ
の
周
辺
に
書
か
れ
る
「
万
葉
仮
名
」
の
習
書
は
、

厳
密
に
区
別
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。
少
々
、
話
し
が
や
や
こ
し

く
な
る
が
、
次
に
例
を
挙
げ
て
見
て
お
き
た
い
。

Ｈ
、
観
音
寺
遺
跡
木
簡（
一
二
号
木
簡
）（
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
か
）

　
　
「
□
方　

那
尓
波
□
〔
都
ヵ
〕尓

□
〔
佐
ヵ
〕久

矢
□〔
己
乃
ヵ
〕□波

□

　
　

阿
波
国
道
□　

□
〔
那
ヵ
〕

 

尓
波
都
尓
佐
久
□
〔
矢
ヵ
〕己

乃
波
□
〔
奈
ヵ
〕

　
　
　
　
　

奈
尓
波
□

Ｈ
は
、「
難
波
津
の
歌
」
の
中
で
も
「
那0

尓
波0

」
と
文
字
表
記
さ
れ
る
珍

し
い
例
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
す
ぐ
脇
に
書
か
れ
る
「
阿
波0

国
」

の
習
書
が
、「
さ
ん
ず
い
」
を
伴
う
「
波
」
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
波
」
を
複
数
回
、
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
習
書
木
簡
が｢

阿
波

国
」
と
い
う
地
名
表
記
の
練
習
の
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
見
し
て
理
解

さ
れ
る
。「
ア
ハ
国
」
は
、
古
く
は
「
粟
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
阿

波
」
の
国
名
表
記
は
和
銅
六
年
の
「
好
字
」「
二
字
」
の
勅
命
を
受
け
た
後
に
、

安
定
的
に
流
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
。



上代文字資料と「うた」の文字表現 8

社会学部論叢　第32巻第 2 号 2022. 3〔64〕

し
か
し
、「
那0

尓
波
」
の
「
那0

」
は
、
行
を
替
え
て
書
か
れ
る
「
奈0

尓
波
」

に
、「
奈0

」
と
あ
り
、
こ
の
書
き
手
の
意
識
裡
に
「
ナ
ニ
ハ
」
は
「
奈
尓
波
」

と
書
く
こ
と
が
一
般
的
、
と
い
う
知
識
が
存
在
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
（
異
筆
の
可
能
性
も
あ
る
）。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
に
、
こ
の
Ｈ
例
に
限
っ
て
「
那0

尓
波
」
と
書
か
れ
る
の

か
。
そ
の
必
要
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

同
時
に
発
掘
さ
れ
た
観
音
寺
遺
跡
か
ら
は
、
阿
波
国
の
那
賀
郡
の
地
名

に
因
む
と
思
わ
れ
る
人
名
、「
那
賀
直
綿
麻
呂
」
が
見
え
る
。
そ
の
一
方
で
、

国
府
が
お
か
れ
る
「
名
方
郡
」
は
、「
名
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
、
古
来
よ

り
知
ら
れ
、
Ｈ
木
簡
の
冒
頭
の
「
□
方
」
は
「
名
方
」
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

地
名
に
用
い
ら
れ
る
「
ナ0

」
音
を
め
ぐ
る
「
那0

」「
名0

」「
奈0

」
の
同
音
異
字

は
、「
阿
波
」
国
内
の
地
名
を
、
一
定
の
文
字
列
で
「
仮
名
書
き
」
す
る
際

に
考
慮
す
べ
き
「
仮
名
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
万
葉
仮
名
」
に
同
音
異
字
を
多
く
含
む
こ
と
、
も
ち
ろ
ん
、
変
字
法
な

ど
の
文
字
操
作
も
こ
の
基
本
知
識
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
の
だ
が

―
、

そ
れ
ら
を
習
得
す
る
場
合
に
、
下
の
句
に
「
繰
り
返
し
句
」
を
持
つ
「
難
波

津
の
歌
」
が
積
極
的
に
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
男
手
の
放
ち

書
き
が
、
字
母
を
換
え
て
書
く
練
習
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、『
宇
津
保
物

語
』
に
見
え
る
）。

そ
し
て
、
テ
キ
ス
ト
を
も
た
な
い
「
難
波
津
の
歌
」
は
、「
那0

尓
波0

」「
奈0

尓
皮0

」
と
自
由
に
書
か
れ
、
そ
の
結
果
、
学
ぶ
べ
き
字
母
の
必
要
性
の
ま
ま

に
、
複
数
回
の
習
書
を
伴
っ
て
現
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
性
に
つ
い
て
、
厳
密
に
「
習
書
」
の
定
義
に
則
る
な

ら
ば
、
一
次
的
な
文
字
列
「
那
尓
波
□
尓
□
久
矢
□ 

□
波
」
は
、「
テ
キ
ス

ト
」
と
し
て
書
か
れ
る
文
字
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
「
習
書
」
が
「
阿

波0

」
で
あ
り
、「
奈0

尓
波
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

と
も
か
く
も
、「
仮
名
書
き
」
の
書
記
テ
キ
ス
ト
を
即
席
す
る
場
合
に
、

一
般
に
知
ら
れ
て
い
た
「
難
波
津
の
歌
」
が
い
っ
た
ん
文
字
化
さ
れ
、
そ
れ

に
続
け
て
「
万
葉
仮
名
」
が
練
習
さ
れ
た
と
い
う
過
程
が
、
い
ま
残
る
木
簡

の
文
字
情
報
か
ら
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、「
文
学
」
の
萌
芽

　
　
　
　

―
文
書
木
簡
・
書
簡
文
の
「
こ
と
ば
」
―

歴
史
的
遺
物
に
伴
っ
て
あ
る
「
文
字
資
料
」
は
、〈
モ
ノ
〉
と
し
て
の
考

古
学
的
分
析
に
立
脚
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
書
か
れ
た
文
字
を

「
国
語
学
的
」
に
読
み
解
き
、
そ
れ
が
和
歌
・
消
息
で
あ
れ
ば
、
と
き
に
「
文

学
的
」
に
読
み
解
く
こ
と
に
も
な
る
。

従
来
、「
文
書
木
簡
」
の
よ
う
な
〈
モ
ノ
〉
と
、
個
々
の
「
文
学
テ
キ
ス

ト
」
の
文
字
列
を
、
同
じ
俎
上
で
論
じ
る
こ
と
の
不
可
能
性
が
多
く
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
確
か
に
、
文
字
列
が
書
か
れ
た
外
因
を
考
え
な
い
ま
ま
に
、
書

か
れ
た
文
字
列
だ
け
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
得
ら
れ
る
稔
り
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
ま
た
、
当
時
の
書
記
リ
テ
ラ
シ
ー
の
状
況
を
辿
る
に
は
、
第
一
次

史
料
で
あ
る
木
簡
文
字
資
料
が
、
十
分
な
出
土
点
数
を
も
っ
て
目
の
前
に
あ
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り
、
そ
の
中
に
は
「
和
歌
」
も
「
書
簡
文
」
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か

な
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
仮
名
書
き
」
を
一
つ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
考

え
た
場
合
、
そ
れ
が
、
万
葉
集
の
和
歌
や
記
紀
の
歌
謡
の
み
な
ら
ず
、
韻

文
・
散
文
を
含
む
「
上
代
文
字
資
料
」
全
般
に
見
ら
れ
る
「
書
記
体
」
で
あ

る
こ
と
は
、
い
ま
や
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。

個
々
の
貝
殻
の
よ
う
に
、
か
た
く
閉
じ
て
ゆ
く
万
葉
和
歌
の
「
文
字
テ
キ

ス
ト
」
と
し
て
の
発
想

―
、
ひ
と
つ
の
物
産
品
と
し
て
の
固
い
殻
は
、
あ

た
か
も
絶
縁
体
の
ご
と
く
そ
こ
に
横
た
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
べ
き

「
文
字
」
論
、「
文
学
」
論
の
奥
行
き
を
狭
め
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
は
て
、
大
海
に
沈
む
「
白
玉
」
は
、
引
い
て
は
寄
せ
る
「
波
」
に
、
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
当
時
の
官
人
た
ち
が
、
日
常
的
に
触
れ
得

た
で
あ
ろ
う
「
文
書
」
の
書
記
、
そ
し
て
「
和
歌
」
の
書
記
に
つ
い
て
、
そ

の
可
能
性
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
上
代
文
字
資
料
」
と
「
歌
の
文
字
」
と
の
「
書
記
体
（
仮
名
書
き
）」
と

し
て
の
繋
が
り

0

0

0

、
そ
し
て
「
文
字
表
現
」
と
し
て
の
異
な
り

0

0

0

を
考
え
て
い
く

こ
と
が
、
本
稿
が
掲
げ
る
最
後
的
な
目
的
で
あ
る
。
次
に
、「
文
書
木
簡
」

の
文
章
を
見
て
み
た
い
。

Ｉ
、�

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪 

長
屋
王
邸
出
土
木
簡
（
Ｓ

Ｄ
四
七
五
〇
）

・�

以
大
命
符　

牟
射
／
廣
足
（
双
行
）
等　

橡
煮
遣
絁
卌
匹
之
中
伊
勢
絁

十
匹
大
御
服
煮
今
卅
匹
宮 

在
加
絁
十
匹
并
卌
匹
煮
今
急
々
進　

山
方

王
／
白
褥
取
而
進
出　

珎
努
若
翁
御
下
裳
代
納
辛
櫃
皆
進
出 

／
出　

又
林
若
翁
帳
内
物
万
呂
令
持
煮
遣
絁
二
匹
急
進
出
浄
味
片
絁
曽
持
罷

・
御
褌
代
帛
絁
易
絁
進
出
（
中
略
）
五
月
十
七
日
／
家
令　

家
扶

当
該
例
は
「
大
命
符
」
と
あ
る
通
り
、
邸
宅
の
主
人
の
命
を
、
家
令
・
家

扶
が
書
記
し
た
「
下
達
文
書
」
で
あ
る
。「
若
翁
（
ワ
カ
ミ
タ
フ
リ
）」
や
「
若

反
（
ヲ
チ
カ
ヘ
ル
）」
な
ど
の
「
和
語
」
を
多
く
含
む
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

す
で
に
東
野
治
之
氏
に
よ
り
「
和
文
」
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

小
書
き
で
「
浄
味
片
絁
曽
」
と
、
助
詞
「
そ
」
を
文
字
化
し
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
が
（
同
文
書
に
は
他
に
も
助
動
詞
「
き
（
支
）」
の
書
き
添

え
が
あ
る（
（2
（

）、
さ
ら
に
「
片か
た
き
ぬ絁

」
の
形
容
に
「
浄
き
味
き

0

0

0

0

」
の
修
飾
句
が
置

か
れ
て
い
て
、
独
特
な
文
章
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
意
に
つ
い
て
、

次
に
考
え
を
巡
ら
せ
た
い
。

傍
線
を
付
し
た
一
文
に
つ
き
、
東
野
治
之
氏
は
次
の
よ
う
に
訓
読
を
加
え

て
い
る
。

又
、
林
若
翁
の
帳
内
、
物
麻
呂
に
持
た
令
め
て
煮
に
遣
は
す
絁
二
匹
、

急
ぎ
進
り
出
せ
。
浄
き
味う

ま

き
片か

た
き
ぬ絁

そ
。
持
ち
罷
り
し
御
褌
代
の
帛
は
、

絁
に
易
へ
、
絁
を
進
り
出
せ
。

ま
ず
は
、
事
の
成
り
行
き
を
確
認
し
て
お
く
が
、
帳
内
の
「
物
麻
呂
」
に

持
た
せ
て
煮
さ
せ
た
「
絁
」
が
、
な
か
な
か
手
元
に
届
か
な
か
っ
た
こ
と
へ

の
「
怒
り
」
が
発
話
者
に
あ
り
、
そ
れ
が
ゆ
え
の
「
急
進
出
（
急
ぎ
た
て
ま
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つ
り
出
せ
）」
の
「
コ
ト
バ
」
で
あ
る
こ
と
は
自
明
だ
ろ
う
。
既
に
持
ち
帰
っ

た
「
帛
」
を
「
絁
」
に
易
え
て
進
上
せ
よ
、
と
殊
更
に
言
う
の
は
、
も
ち
ろ

ん
、「
帛
」
よ
り
「
絁
」
の
方
が
上
等
な
絹
織
物
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。「
片か
た
き
ぬ絁
」
は
他
に
用
例
を
見
な
い
が
、「
固
織
り
の
絹
（
縑か
と
り）」
の
意

と
東
野
氏
は
類
推
す
る
。「
帛
」
は
「
練
り
絹
」、「
絁
」
は
「
生
絹
」
で
あ

ろ
う
か
。「
縑
」
は
細
い
生
糸
で
織
り
あ
げ
た
絹
織
物
で
、
夏
の
衣
に
用
い

ら
れ
る
。
旧
暦
五
月
と
い
う
時
期
か
ら
推
し
て
、
急
ぎ
の
調
達
を
指
示
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
口
吻
、
怒
り
の
ほ
ど

―
、「
帛
な
ど
で
は
な

く
、
絁
に
易
え
て
、
絁
を
持
っ
て
来
い
」
の
謂
い
は
、
一
度
、
書
記
す
れ
ば
、

文
字
情
報
と
し
て
十
分
で
あ
る
は
ず
の
「
絁き
ぬ

」
と
い
う
「
コ
ト
バ
」
が
、「
帛

を
絁0

に
易
へ
て
、
絁0

を
進
り
出
せ
」
と
、
二
回
、
立
て
続
け
に
書
記
さ
れ
る

こ
と
に
顕
著
で
あ
る
。

発
話
者
が
「
片
絁
」
を
、「
浄き
よ

き
味う
ま

き
」
と
「
コ
ト
バ
」
の
上
で
、
と
り

わ
け
強
調
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

想
像
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
「
コ
ト
バ
」
の
背
後
に
は
「
お
前
が
、
す
で
に

持
ち
帰
っ
た
よ
う
な
褌
（
は
か
ま
）
の
帛
（
練
り
絹
）
な
ん
か
よ
り
、
ず
っ

と
ず
っ
と
上
等
な

0

0

0

絁
（
生
絹
）
だ
ぞ
！
」
と
の
意
味
が
、
含
ま
れ
て
い
る

た
め
で
あ
ろ
う
。
情
報
フ
ァ
ク
タ
ー
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、「
浄
き
味
き

片
絁
そ
」
の
「
浄
き
味
き
」「
そ
」
は
、
発
話
者
の
「
余
情
」
表
現
に
過
ぎ

ず
、
不
要
と
も
い
え
る
文
字
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
発
話
者

の
「
コ
ト
バ
」
の
ま
ま
に
書
か
れ
、「
読
み
手
（
下
命
を
受
け
る
者
た
ち
）」

に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
た
だ
な
ら
ぬ
事
態
」
で
あ
る
現
場
の
状

況
が
、
事
細
か
に
再
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

何
に
せ
よ
、
発
話
の
主
は
、
あ
の
「
長
屋
親
王
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

「
表
現
」
と
い
う
こ
と
の
地
盤
、
す
な
わ
ち
出
来
事
を
記
す
文
章
の
、
行

間
を
読
み
取
る
と
い
っ
た
「（
文
学
的
）
読
み
」
は
、
こ
の
よ
う
な
八
世
紀

第
一
四
半
世
紀
（
和
銅
四
年
〔711

〕
～
霊
亀
二
年
〔716

〕）
の
「
文
書
木

簡
」
に
も
、
垣
間
、
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ま
、
そ

れ
が
「
和
語
」
を
背
景
と
す
る
「
仮
名
」
の
書
き
添
え
に
よ
っ
て
「
読
み
手
」

に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
、
十
分
に
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
発
話
者
の
内
容
を
「
コ
ト
バ
」
の
ま
ま
に
書
き
写
し
そ
れ
を

他
者
に
伝
え
る
こ
と
は
、
私
的
な
通
信
、
す
な
わ
ち
「
手
紙
文
」
と
し
て
の

意
味
合
い
を
帯
び
て
い
く
こ
と
は
、
必
至
で
あ
る
。
書
記
者
が
発
信
者
と
同

一
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
そ
の
「
余
情
」
は
、
微
細
に
文
字
化
さ
れ
る
機
会

を
も
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。「
仮
名
書
き
」
で
書
か
れ
る
「
和
文
」「
和
歌
」
は
、

次
に
見
て
い
く
よ
う
に
、
そ
の
表
現
性

0

0

0

を
支
え
る
素
材

0

0

と
し
て
の
「
書
記
体

（
仮
名
書
き
）」
の
在
り
よ
う
を
考
え
て
い
く
に
十
分
で
あ
る
。

「
和
文
」
の
「
文
書
」
は
、
家
政
機
関
と
思
わ
れ
る
藤
原
麻
呂
邸
（
も
し

く
は
、
皇
后
宮
）
か
と
推
定
さ
れ
る
、
二
条
大
路
濠
状
遺
構
出
土
の
「
仮
名

書
き
」
木
簡
に
も
窺
え
る
（
天
平
七
〔735

〕
年
～
八
〔736

〕
年
頃
か
）。

Ｊ
、�

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪 

二
条
大
路
濠
状
遺
構
（
南
）
出
土
木

簡 （
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
）

　

・�
進
上　

以
子
五
十
束　

伊
知
比
古
一
□
和
岐
弖
麻
宇
須
多
加
牟
奈
波
阿
□
〔
都
ヵ
〕

　

止
毛
々
多
□

〔
尤
ヵ
〕
　

比
止
奈
□

〔
志
ヵ
〕止
麻
宇
須



上代文字資料と「うた」の文字表現

社会学部論叢　第32巻第 2 号2022. 3〔64〕

11

　

・
比
上
毛
□�

□
□
□

□
我
□
□
止
□
□
天
平
□
年
三
月
十
六
日
伯
部
太
麻
呂
巳
時

小
谷
博
泰
氏
に
「
別
き
て
申
す
、
た
か
む
な
（
筍
）
は
あ
れ
ど
も
、
持
た

む
人
な
し
と
申
す
」
と
、
釈
読
が
あ
る（
（2
（

。
割
り
書
き
で
は
な
い
部
分
に
書
か

れ
た
「
以
子
（
稲
か
）、
五
十
束
」「
苺
、
一
籠（
？
）」
と
い
う
物
品
名
が
、
実
際

に
「
進
上
」
さ
れ
た
物
品
で
あ
る
こ
と
は
、
木
簡
の
本
来
的
機
能
か
ら
し
て
、

動
く
ま
い
。
当
然
、
こ
の
文
書
木
簡
の
第
一
次
的
な
情
報
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、

「
稲
（
？
）」
と
「
苺
」
を
「
伯
部
太
麻
呂
」
か
ら
進
上
す
る
と
い
う
こ
と
に

あ
る
。

右
は
、「
別
き
て
申
す
、『　
　

』
と
申
す
」
の
構
文
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が

本
稿
第
二
節
に
述
べ
た
、
上
申
書
の
書
式
に
則
っ
て
い
る
こ
と
は
肯
え
よ

う
。
た
だ
し
、「
ワ
キ
テ
マ
ウ
ス
」
の
部
分
も
「
仮
名
」
で
書
か
れ
て
い
る
点
、

既
に
み
た
よ
う
な
前
白
木
簡
と
は
異
な
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
形
式
上

は
「
直
接
話
法
」
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
発
話
主
「
ワ
レ
」
の
提
示
は
、
送

受
信
者
の
了
解
事
項
で
あ
る
た
め
か
、
省
か
れ
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
が
「
話

型
」
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
当
該
文
書
木
簡
は
、
敢
え
て
そ
の
「
話
型
」

の
所
在
を
明
ら
か
に
さ
せ
て
き
た
「
前
白
木
簡
」
や
、
公
式
令
の
「（
発
信

元
）
＋
解
申
其
事
＋
『　
　

』
＋
謹
解
」
な
ど
の
公
式
文
書
の
「
書
式
」
か

ら
、
逸
脱
し
た
「
書
式
」
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
か
つ
、
注
目
し
た
い
の
は
、
割
り
書
き
で
書
か
れ
る
部
分
が
、
二
次

的
な
伝
達
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
仮
名
」
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
進
上
」
す
べ
き
「
稲
」「
苺
」
は
、
物
品
に
添
え
て
送
る
「
木
簡
」
の
情

報
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
最
重
要
で
あ
る
が
、「
進
上
」
し
な
い
物
品
の
情
報

を
書
記
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
、「
付
札
」
そ
の
も
の
の
機
能
か
ら
す
れ
ば
、

皆
無
で
あ
る
。

Ｊ
木
簡
で
、
伯
部
太
麻
呂
が
「
巳
時
」
と
記
す
こ
と
は
、
午
前
十
時
頃

と
い
う
時
刻
で
あ
れ
ば
、「
人
手
さ
え
あ
れ
ば
（
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

が
…
…
）」
と
い
う
こ
と
の
、
追
記
（
別
申
）
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
推

測
で
き
る
（
裏
面
は
「
比
止
毛
（
人
も
～
）」
と
釈
読
で
き
る
）。「
人
手
が

あ
れ
ば
送
る
」
と
書
い
た
も
の
か
、「
人
手
を
よ
こ
し
て
く
れ
」
と
書
い
た

も
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
至
っ
て
、「
文
書
」

―
、

広
義
に
は
「
書
簡
文
」
は
、「
読
み
手
」
の
心
情
を
慮
り
つ
つ
、
言
葉
を
か

さ
ね
連
ね
る
こ
と
で
、「
書
き
手
」
主
体
の
単
方
向
の
も
の
か
ら
、「
書
き

手
」
と
「
読
み
手
」
の
双
方
向
の
情
報
手
段
と
し
て

―
、
い
わ
ゆ
る
「
手

紙
文
」
へ
と
始
動
し
て
ゆ
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ｊ
木
簡
の
「
わ
き
て
ま
う
す
た
か
む
な
は
あ
れ
ど
も
も
た
む
ひ
と
な
し
と

ま
う
す
」
と
書
く
「
総
仮
名
書
き
」
は
（「
地
の
文
」
と
「
会
話
文
」
を
書

き
分
け
な
い
）、
発
話
主
の
「
話
型
」
を
わ
ざ
わ
ざ
明
示
す
る
必
要
の
な
い

「
書
簡
文
」
と
い
う
書
式
の
な
か
で
、
さ
ら
に
、「
余
情
表
現
」「
心
話
表
現
」

の
叙
述
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
「
仮
名
文
」「
消
息
文
」

―
、「
正
倉
院
仮

名
甲
乙
文
書
」（
天
平
宝
字
年
間
［757

－765

］）、
遙
か
に
は
「
藤
原
有
年

申ま
う
し

文ぶ
み

」（
貞
観
九
〔867

〕
年
）
に
見
る
よ
う
な

―
、
へ
と
歩
み
を
進
め

て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
、「
仮
名
書
き
」
に
よ
る
散
文
作
品
の
萌
芽
を
見
出
だ
し
て
い
く
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こ
と
は
、
も
は
や
早
計
な
こ
と
で
は
な
い
。

天
平
宝
字
六
年
〔762

〕
に
は
、
正
倉
院
文
書
の
「
僧
正
美
書
状
」
に
「
春

佐
米
乃　

阿
波
礼
―
―
」
の
「
コ
ト
バ
」
が
あ
っ
た
。

五
、「
文
学
」
と
し
て
の
「
和
歌
」

　
　
　
　
　
　

  
―
正
倉
院
文
書
の
「
和
歌
」
資
料
―

Ｋ
、
正
倉
院
文
書（
僧
正
美
書
状
）（
書
状
に
天
平
宝
字
六〔762

〕年
と
あ
る
）

　
　
　
　

春
佐
米
乃　

阿
波
礼

―

Ｋ
は
、
前
稿
で
「
落
書
」
に
規
定
し
た
例
で
あ
る
。「
阿
波
礼
」
の
下
に

続
く
「

―
」
は
畳
符
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
右
に
向
け
て
長
く
伸
び
て
い

く
「

―
」
は
、
本
来
、
文
字
を
続
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
敢
え
て
書
か
ず
、

余
韻
を
残
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
て
取
れ
る
。

当
該
「
落
書
」
の
存
在
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
「
文
学
的
」

読
み
に
つ
い
て
は
、
論
者
の
知
る
限
り
、
未
だ
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
別
稿
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が（
（2
（

、
い
ま
簡

単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
書
簡
は
、
近
江
石
山
寺
の
僧
正
美
が
、
奈
良
の
造
石
山
寺
院
所
の

案
主
で
あ
る
下
道
主
に
宛
て
た
手
紙
で
あ
る
。
書
状
に
は
、「
天
平
寶
字
六

年
潤
十
二
月
二
日
」
の
日
付
が
あ
り
、
こ
の
年
は
、「
年
内
立
春
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
暦
日
原
典
』）。
天
平
宝
字
六
年
は
閏
月
の
立
春
で

あ
り
（
十
二
月
十
五
日
）、
こ
と
の
ほ
か
早
く
年
の
内
に
春
を
迎
え
る
年
で

あ
っ
た
。「
漢
文
書
状
」
の
最
後
、「
日
付
」
の
す
ぐ
手
前
に
書
か
れ
る
「
春

さ
め
の
あ
は
れ

―
」
の
「
仮
名
書
き
」
は
、
来き
た

る
べ
き
「
春
」
を
予
感
し

た
作
者
が
、
読
み
手
の
共
感
を
求
め
て
書
き
添
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
漢
文

書
簡
に
添
え
ら
れ
る
「
仮
名
書
き
」
は
、「
和
歌
」
の
素
養
を
抜
き
に
し
て
、

そ
れ
を
受
容
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
一
方
的
に
散
ら
し
書
か
れ
た
「
こ
と

ば
」
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
書
き
手
」「
読
み
手
」
に
「
和
歌
」
的
発
想

を
と
も
な
う
「
言
説
空
間
」
と
し
て
、
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
う
た
」

の
世
界
で
は
、「
春
雨
」
は
、
長
く
、
と
き
に
激
し
く
降
る
も
の
と
し
て
歌

わ
れ
る
。

当
該
漢
文
書
状
は
、「
奉
レ
別
以
来
、
経
二
數
日
一
、
戀
念
堪
多
」
の
冒
頭

を
も
っ
て
始
ま
る
。
手
紙
の
読
み
手
は
「
戀
ふ
る
念
ひ
」
の
表
現
性
の
、
そ

の
延
長
線
上
に
、
書
簡
末
尾
の
「
春
さ
め
の
あ
は
れ

―
」
の
余
情
を
目
に

す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
く
続
く
「
春
雨
」
の
発
想
裡
に
あ
っ
て
、
戀

ふ
る
日
の
長
さ
、
そ
し
て
、
年
内
立
春
を
間
近
に
し
た
「
春
」
の
予
感
と
と

も
に
、
互
い
に
共
有
し
得
る
「
余
情
」
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

Ｌ
、�

正
倉
院
文
書
紙
背
（
韓
藍
花
歌
切
）（
天
平
勝
宝
元
〔749

〕
年
、
八

月
二
十
八
日
）

　
　

�

□
家
之
韓
藍
花
今
見
者
難
寫
成
鴨

Ｌ
歌
は
、
同
時
代
に
残
る
「
落
書
」
と
い
う
よ
り
は
、「
創
作
歌
」
の
性
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格
を
色
濃
く
す
る
「
和
歌
」
で
あ
り
、
興
味
深
い
。

Ｋ
例
の
「
春
さ
め
の
あ
は
れ

―
」
が
「
仮
名
書
き
」
で
書
か
れ
る
の
に

対
し
、
こ
の
「
和
歌
」
は
「
正
訓
字
」
で
書
か
れ
、「
書
記
体
」
の
異
な
り

0

0

0

と
い
う
こ
と
で
も
、
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
「
和
歌
」
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
Ｋ
例
が
、「
漢
文
」
の
書
状
に
併
せ
た
「
和
文
」
の
「
こ
と

ば
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
一
方
で
、
当
該
歌
は
、
単
体
の
「
和
歌
（
創
作
和

歌
）」
の
書
記
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
い
ま
そ
こ
に
、
問
題
の
焦
点

が
あ
る
。

「
□
家
の
韓
藍
の
花
今
見
れ
ば
写
し
難
く
も
成
り
に
け
る
か
も
」
と
訓
ま

れ
る
当
該
歌
は
、
従
来
、
欠
損
部
に
「
妹
」
の
語
を
補
っ
て
、
相
聞
歌
と
考

え
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る（
（2
（

。

当
該
和
歌
は
、「

麻
呂
解　

申
造
法
華
用
紙
事
／
合
卅　

継
紙
十

部
界
廿
部
／
天
平
勝
寶
元
年
八
月
廿
八
日
」
と
書
か
れ
た
文
書
紙
背
に

あ
る
「
外
題
」（
端
裏
書
）
の
右
脇
に
書
か
れ
て
い
る
。「
解
＋
申
ス
＋

『　
　
　

』」
は
、
先
に
第
二
節
で
述
べ
た
上
申
書
の
書
式
で
あ
り
、
す
な
わ

ち
「

麻
呂
、
解
申
ス
＋
『
法
華
用
紙
を
造
る
コ
ト
』」
の
意
と
理
解
さ

れ
る
。
自
身
の
勤
務
の
証
し
と
し
て
、
作
業
内
容
で
あ
る
法
華
経
の
写
経
用

紙
（
継
紙
・
界
紙
）
の
数
を
申
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

和
歌
は
、
そ
の
手
実
を
ま
と
め
た
管
理
者
（
東
大
寺
の
案
主
曹
所
に
務
め

て
い
た
他
田
水
主
か
）
が
、「
外
題
」
と
し
て
書
い
た
と
覚
し
き
「
装
潢
手

実
」
と
い
う
文
字
の
す
ぐ
右
脇
に
書
か
れ
て
い
る
。

和
歌
に
あ
る
「
写0

し
難
く
も
成
り
に
け
る
」
の
「
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
、

い
ま
、
文
書
内
容
と
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
創
作
和
歌
と
し
て
の
解
釈
を
試
み

た
い
。

「
造
紙
」
と
文
書
内
容
に
あ
る
の
は
、
こ
の
場
合
、
写
経
用
に
特
別
に
誂

え
た
紙
を
継
い
で
、
写
経
用
紙
を
「
継
紙
」
に
造
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
充
当
さ
れ
た
料
紙
を
継
い
で
、
期
日
ま
で
に
仕
上
げ
た
後
は
、
管
理
者

か
ら
、
新
た
な
業
務
依
頼
の
物
品
支
給
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
物
品
の
出
納
管
理
に
当
た
っ
て
い
た
の
が
、
寺
の
案
主
た
ち
で
あ
っ
た
。

「
韓
藍
」
は
「
移
し
染
め
」
に
用
い
ら
れ
、『
万
葉
集
』（
⑦
一
三
六
二
）

に
も
「
秋
さ
ら
ば
影う
つ

し
も
せ
む
と
我
が
蒔
き
し
韓
藍
の
花
を
誰
か
摘
み
け

む
」
と
あ
る
。
写
経
用
紙
に
は
、
当
時
、
橡
染
め
な
ど
の
「
染
紙
」
が
用
い

ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
写
し
」
と
「
移
し
」
は
、
こ
こ
で
「
懸
詞
」
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。『
万
葉
集
』
に
は
「
移う
つ

し
」「
影う
つ

し
」
と
も
書
か
れ
る
が
、
第
二

次
的
な
文
字
情
報
で
あ
る
「
写
」
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
写
経
用
紙
」

と
い
う
文
書
の
内
容
を
受
け
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。「
懸
詞
」
を
文
字
化

す
る
に
は
、
第
一
義
的
意
味
、
第
二
義
的
意
味
の
二
通
り
の
書
き
方
が
予
想

さ
れ
る
が
、「
う
つ
し
」
を
「
写
」
と
「
書
く

0

0

」
こ
と
は
、「
韓
藍
の
移
し
」

と
い
う
意
だ
け
で
は
な
い
、「
法
華
経
の
写
し
」
で
あ
る
こ
と
の
、「
文
字
」

に
よ
る
表
明
で
あ
ろ
う
。

別
稿
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
韓
藍
の
花
」
は
、「
法
花
（
華
）
経
」
を
喩
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
旧
暦
八
月
末
で
あ
れ
ば
、
韓
藍
（
ケ
イ
ト
ウ
）
の
美

し
い
時
節
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。「
韓
藍
（
ケ
イ
ト
ウ
）」
は
庭
さ
き
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に
植
え
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
山
部
赤
人
に
「
我
が
や
ど
に
韓
藍
蒔

き
生
ほ
し
枯
れ
ぬ
と
も
懲
り
ず
て
ま
た
も
蒔
か
む
と
そ
思
ふ
」（
③
三
八
四
）、

作
者
未
詳
歌
に
「
恋
ふ
る
日
の
日
長
く
し
あ
れ
ば
我
が
園
の
韓
藍
の
花
の
色

に
出
で
に
け
り
」（
⑩
二
二
七
八
）
な
ど
と
詠
ま
れ
る
。

実
景
で
あ
る
秋
深
き
旧
暦
八
月
二
十
八
日
の
「
韓
藍
の
花
」
に
重
ね

て
、｢

舶
来
の
韓
藍
花
（
法
花
経
）
は
、
い
ま
目
の
前
に
あ
る
が
、
用

紙
が
な
い
た
め
に
、
移
し
染
め
に
す
る
こ
と
も
、
写
経
を
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
こ
と
よ

―
」
と
、
す
さ
び
書
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

「
い
ま
見
れ
ば
」
と
あ
る
歌
句
は
、
眼
前
に
あ
る
韓
藍
の
花
を
見
て
の

即
興
と
考
え
る
こ
と
で
、「
和
歌
（
創
作
歌
）」
の
醍
醐
味
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。「
写
し
」
と
「
移
し
」
の
懸
詞
に
よ
る
機
転
も
ま
た
、

こ
こ
で
心
憎
い
。

別
稿
に
て
、
右
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
は
、
叙
上
の
ご
と
き
理
解
に
よ
る
。

さ
て
、
Ｋ
、
正
倉
院
文
書
（
僧
正
美
書
状
）
Ｌ
、
正
倉
院
文
書
紙
背
（
韓

藍
花
歌
切
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
こ
に
「
文
学

0

0

」
と
呼
ぶ
に
値
す
る
「
和
歌
」

の
要
素
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
『
万
葉
集
』
テ
キ
ス
ト
に
収
載
さ
れ
る
歌
う

た
と
の
連
続
相
が
、
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

六
、『
万
葉
集
』
の
文
字
表
現

　
　
　
　

―
「
仮
名
書
き
」
と
「
う
た
」
の
文
字
の
異
相
―

「
仮
名
書
き
」
や
「
和
歌
」
の
文
字
資
料
を
確
認
し
な
が
ら
、
柿
本
人
麻

呂
と
い
う
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
め
に
活
躍
し
た
歌
人
の
文
字
を
考
え

て
い
く
こ
と
は
、
前
節
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
な
「
書
記
体
（
仮
名
書
き
体
・

正
訓
字
主
体
）」
と
し
て
の
連
続
相

0

0

0

と
、「
文
字
表
現
」
と
し
て
の
異
相

0

0

を
考

え
て
い
く
こ
と
に
あ
る（
（2
（

。

人
麻
呂
の
非
略
体
歌
・
作
歌
の
表
記
は
、
も
ち
ろ
ん
「
総
仮
名
書
き
」
で

は
な
い
が
、
助
詞
助
動
詞
を
中
心
に
「
仮
名
書
き
」
へ
の
志
向
が
窺
え
る
こ

と
は
、
既
に
多
く
述
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
驥
尾
に
付
し
な
が

ら
、
以
前
、
上
代
文
字
資
料
の
「
仮
名
書
き
」
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
を
交
用

す
る
例
と
、
人
麻
呂
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
を
交
用
す
る
例
に
つ
い
て
、
そ
の

「
違
い
」
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（
（2
（

。

Ｍ
、�

飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
（「
丁
丑
年
」
天
武
六
〔677

〕
年
の
年
紀
木

簡
が
伴
出
）　　
　
　
　
　
　

（
※
傍
線
を
付
し
た
も
の
が
訓
仮
名
）

　

・
□
止
求
止
佐
田
目
手
和
□

Ｎ
、�
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
院
西
面
築
地
回
廊
出
土
木
簡
（
和
銅
六

〔713
〕
年
頃
か
）
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・
□
矢
己
乃
者
奈
夫
由
己
□
□
伊
真
者
―
留
部
止

　

・
□
伊
己
冊
利
伊
真
役
春
マ
止
作
古
矢
己
乃
者
奈

音
仮
名
・
訓
仮
名
を
交
用
し
た
「
仮
名
書
き
体
」
で
書
か
れ
る
こ
れ
ら
の

「
和
文
」「
和
歌
」
は
、
書
記
者
に
と
っ
て
（
も
し
く
は
そ
の
時
代
に
お
い

て
）
扱
い
や
す
い
文
字
表
記
が
、
た
ま
た
ま
現
出
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

り
、「
訓
仮
名
」
を
用
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
に
「
意
味
」
を
求
め
る

べ
き
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
奥
村
悦
三
氏
が
、「
正
用
体
を
含
み
う
る
の

が
通
用
体
」「
俗
用
体
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
実
用
に
用
い
ら
れ
る
文
字
用

法
は
、「
上
位
の
用
字
層
を
使
い
こ
な
せ
る
人
な
ら
、
単
に
通
俗
の
字
母
を

取
り
い
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
よ
り
下
位
の
用
字
法
を
使
っ
て
み
せ
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
ろ
う
」
と
、
端
的
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る（
（3
（

。

で
は
、
翻
っ
て
『
万
葉
集
』
テ
キ
ス
ト
に
残
る
、
柿
本
人
麻
呂
の
和
歌
で

は
、
音
仮
名
・
訓
仮
名
は
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
出
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

こ
と
は
以
前
に
も
触
れ
た
た
め
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
い
ま
簡
略
に

述
べ
て
お
く（
（3
（

。

人
麻
呂
作
歌
「
留
京
歌
三
首
」
に
つ
い
て
、
そ
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
の
在

り
よ
う
と
、「
懸
詞
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
確
か
め
て
み
た
い
。

　
　
　

伊
勢
国
に
幸
す
時
に
、
京
に
留
ま
れ
る
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る
歌

　

�

嗚
呼
見
乃
浦
尓　

船
乗
為
良
武　

嬬
等
之  

珠
裳
乃
須
十
二　

四
寳

三
都
良
武
香

（
①
四
〇
）

　

釼
著　

手
節
乃
埼
二  

今
日
毛
可
母  

大
宮
人
之　

玉
藻
苅
良
武

（
①
四
一
）

　

潮
左
為
二　

五
十
等
兒
乃
嶋
邊  

榜
船
荷　

妹
乗
良
六
鹿  

荒
嶋
廻
乎

（
①
四
二
）

「
須
十
」（
裾
）、「
三
都
」（
満
つ
）、「
良
六
」（
ら
む
）
な
ど
、
傍
線
を
付

し
た
も
の
が
「
訓
仮
名
」
で
あ
る
。
音
仮
名
・
訓
仮
名
が
一
つ
の
「
こ
と

ば
」
の
中
で
交
用
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
「
数
仮
名
」
で
あ
る
こ
と
に
気

付
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
歌
群
全
体
に
配
さ
れ
る
「
数
仮
名
（
須
十
二0

、
四0

寶
、
手
節
乃
埼
二0

、
潮
左
為
二0

、
五
十

0

0

等
兒
）」
の
文
字
遣
い
に
呼
応
し
て
、

意
図
的
に
仕
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
仮
名
」
に
よ
る
視
覚
的
な
「
文
字

意
匠
」
の
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
、
人
麻
呂
の
時
代
に
、「
裾
（
ス
ソ
）」

「
満
つ
（
ミ
ツ
）」
な
ど
の
「
こ
と
ば
」
に
正
訓
が
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と

は
考
え
が
た
く
、
意
識
的
な
「
文
字
表
現
」
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
首
に
「
五
十
等
兒
」
と
書
く
こ
と
は
、
持
統
女
帝
に
従
事
す
る
数
多
の

女
官
の
な
か
の
「
一
人
」
の
娘
子
を
、
文
字
面
の
上
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す

る
た
め
に
配
さ
れ
た
「
文
字
表
現
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
字
に
よ
る
工
夫
は
、「
ア
ミ
の
浦
」（「
ア
＝
嗚

呼
」「
ミ
＝
見
」）、「
イ
ラ
ゴ
の
嶋
」（「
イ
＝
五
十
」「
ラ
＝
等
」「
ゴ
＝
兒
」）

と
、
個
々
の
「
音
節
」
に
対
応
す
る
こ
と
で

―
、
す
な
わ
ち
、「
仮
名

書
き
」
の
「
書
記
体
」
そ
の
も
の
に
乗
っ
か
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
で
初
め
て
、
可
能
と
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な
っ
た
文
字
遣
い
で
あ
る
こ
と
に
、
十
分
に
注
意
し
た
い
。
敢
え
て
言
え

ば
、「
地
名
」
と
い
う
安
定
的
な
「
訓
み
」
と
「
音
節
」
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
、

こ
れ
ら
の
「
文
字
表
現
」
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い（
（3
（

。そ
し
て
、「
仮
名
書
き
」
の
連
続
相

0

0

0

と
、
い
ま
本
稿
で
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、

「
戯
書
」
が
「
熟
合
仮
名
」
を
介
し
て
「
訓
仮
名
」
と
連
続
的
で
あ
る
よ
う

に（
（3
（

、「
嗚
呼
見
乃
浦
」「
五
十
等
兒
」
の
よ
う
な
文
字
表
現
は
、
文
字
化
の
原0

理0

に
あ
っ
て
「
義
訓
」
に
似
通
う
も
の
の
、
そ
の
運
用

0

0

は
「
仮
名
」
に
限
り

な
く
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
、
指
摘
す
る
た
め
で
あ
る（
（3
（

。

「
数
仮
名
」
を
散
り
ば
め
て
、
歌
群
全
体
を
彩
る
「
文
字
意
匠
」
に
は
、

「
書
く
こ
と
」
へ
の
余
裕
か
ら
生
じ
る
「
遊
び
心
」
ま
で
が
、
か
い
ま
見
え

て
く
る
。
人
麻
呂
歌
集
に
多
く
見
ら
れ
た
「
義
訓
」（
総
訓
字
で
「
う
た
」

を
書
く
と
い
う
志
向
に
あ
っ
た
）
か
ら
、「
訓
仮
名
」
を
背
景
と
す
る
「
文

字
意
匠
」（「
仮
名
書
き
」
を
前
提
と
し
た
「
う
た
」
の
文
字
）
は
、
こ
こ
で

見
た
よ
う
な
人
麻
呂
作
歌
に
い
た
っ
て
、
よ
り
達
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
の
例
に
、
安
騎
野
猟
歌
に
見
ら
れ
る
長
歌
の
「
こ

と
ば
」

―
、
た
と
え
ば
、「
多
日
（
た
び
）」「
夜
取
（
や
ど
り
）」
な
ど
の

例
を
挙
げ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
実
は
、
人
麻
呂
歌
集
に
「
戯

書
」
と
呼
べ
る
明
ら
か
な
例
が
な
い
こ
と
に
照
ら
し
て
、
も
っ
と
掘
り
下
げ

て
論
じ
ら
れ
て
よ
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

人
麻
呂
の
畳
語
表
記
も
ま
た
、
そ
の
多
く
が
「
仮
名
書
き
」
で
書
か
れ
る

上
代
文
献
の
な
か
で
、
特
異
な
「
文
字
表
現
」
の
在
り
よ
う
を
示
し
て
い
る

（「
小
端
（
は
つ
は
つ
）」、「
凡
浪
（
な
み
な
み
）」「
十
緒
（
と
を
を
）」、「
狭

藍
左
謂
（
さ
ゐ
さ
ゐ
）」）。
こ
れ
ら
「
畳
語
」
と
い
う
同
音
の
「
繰
り
返
し
」

が
、
音
節
の
安
定
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
言
を
俟
た
な
い（
（3
（

。

「
こ
と
ば
（
音
節
）」
の
安
定
は
、「
文
字
表
現
」
の
可
能
性
を
拓
き
、
そ

し
て
さ
ら
に
複
雑
な
「
文
字
意
匠
」
の
境
地
へ
と
書
き
手
を
誘
な
っ
て
ゆ
く
。

万
葉
集
に
「
戯
書
」
の
発
明
を
見
る
の
は
、
そ
う
遠
い
こ
と
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、「
書
記
体
」
と
し
て
存
在
す
る
「
仮
名
書
き
」
と
、
人
麻
呂

に
よ
っ
て
開
花
し
た
「
う
た
」
の
文
字
表
現
に
つ
い
て
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

を
述
べ
た
。
年
来
、
考
え
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
、

「
前
白
木
簡
」
の
用
例
整
理
や
、
文
書
木
簡
と
し
て
取
り
上
げ
た
「
長
屋
王

木
簡
」
の
事
例
に
お
い
て
は
、
本
稿
で
論
じ
残
し
た
部
分
も
多
い
。
後
稿
に

ゆ
だ
ね
た
い
。

注（
1
）
杉
本
一
樹
氏
『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館 2001･2

）、
栄
原

永
遠
男
氏
『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』（
塙
書
房 2000･3

）、
同
氏
『
奈

良
時
代
写
経
史
研
究
』（
塙
書
房 2003･5

）、
渡
辺
晃
宏
氏
『
平
城
京
と
木

簡
の
世
紀
』（
講
談
社 2001･2

）、
同
氏
『
平
城
京
一
三
〇
〇
年
「
全
検

証
」
奈
良
の
都
を
木
簡
か
ら
読
み
解
く
』（
柏
書
房 2010･4

）。
寺
崎
保
広

氏
『
古
代
日
本
の
都
城
と
木
簡
』（
吉
川
弘
文
館 2006･12

）
な
ど
。
な
お
、

杉
本
一
樹
氏
の
正
倉
院
文
書
の
分
析
方
法
は
、「
正
倉
院
文
書
」（『
岩
波
講

座
日
本
通
史
』
巻
四
巻 

古
代
3
岩
波
書
店 1994･6

）
に
詳
し
い
。
そ
の

集
大
成
と
し
て
同
氏
『
正
倉
院
宝
物
の
世
界
』（
山
川
出
版 2010･6

）
が
あ
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る
。

（
2
）
栄
原
永
遠
男
氏
「
木
簡
と
し
て
み
た
歌
木
簡
」（『
美
夫
君
志
』
七
十
五
号 

2007･11
）

（
3
）
拙
稿
①
「
難
波
津
の
落
書
―
仮
名
書
き
の
文
字
資
料
の
な
か
で
―
」（『
国
文

目
白
』
四
四
号 2005･2

）、
拙
稿
②
「
上
代
文
字
資
料
に
お
け
る
音
訓
仮
名

の
交
用
表
記
―
難
波
津
の
歌
な
ど
の
木
簡
資
料
を
中
心
に
―
」（『
高
岡
市

万
葉
歴
史
館
紀
要
』
第
一
五
号 2005･3

）、
拙
稿
③
「
音
仮
名
と
訓
仮
名
を

交
え
た
表
記
―
万
葉
集
仮
名
書
き
歌
巻
と
和
歌
木
簡
資
料
を
中
心
に
―
」

（『
日
本
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
』
五
四
号 2005･3

、
拙
稿
④
「
万
葉
集
の

音
訓
仮
名
交
用
表
記
―
人
麻
呂
の
「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
「
仮
名
」―
」

（『
日
本
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
』
五
五
号 2006･3

）、
拙
稿
⑤
「「
懸
詞
」

と
地
名
表
記
―
七
世
紀
の
文
字
と
、「
レ
ト
リ
ッ
ク
」
と
し
て
の
文
字
―
」

（『
日
本
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
』
五
七
号 2008･3
））、
拙
稿
⑥
「
義
訓
と

戯
書
の
逕
庭
―
人
麻
呂
の
「
義
訓
」
と
「
有
意
の
仮
名
」―
」（『
国
文
目
白
』

四
八
号 2009･2

）、
拙
稿
⑦
「「
難
波
津
」
の
落
書
再
考
―
「
習
書
」
と
「
落

書
（
す
さ
び
書
き
）」
の
あ
い
だ
―
」（
谷
中
信
一
編
『
出
土
資
料
と
漢
字

文
化
圏
』
汲
古
書
院 2011･3

）、
以
下
、
本
論
で
い
う
「
前
稿
」
と
は
、
拙

稿
⑦
の
こ
と
を
い
う
。

（
4
）
渡
辺
晃
宏
氏
「
書
評
：
栄
原
永
遠
男
氏
『
万
葉
歌
木
簡
を
追
う
』
を
読
む
」

（『
木
簡
研
究
』
三
十
四
号 2012･11

）

（
5
）
栄
原
永
遠
男
氏
『
万
葉
歌
木
簡
を
追
う
』
和
泉
書
院2011･1

）、
同
氏
「
歌

木
簡
の
語
る
こ
と
」（『
学
士
会
会
報
』
二
〇
二
〇

－

一
、2020･1

）。
な
お
、

Ａ
Ｂ
タ
イ
プ
の
二
類
型
に
分
か
つ
こ
と
の
指
摘
は
「
歌
木
簡
の
実
態
と
そ

の
機
能
」（『
木
簡
研
究
』
三
〇
号 2008･1

）
を
初
出
と
す
る
。

（
6
）
拙
稿
（
注
3
）
論
文
⑦
、
第
三
節
「
難
波
津
の
歌
の
場
合
―
繰
り
返
し
書

か
れ
る
難
波
津
の
歌
―
」
に
詳
述
し
た
。

（
7
）
上
野
誠
氏
「
難
波
津
歌
典
礼
唱
和
説
批
判
―
「
い
わ
ゆ
る
「
万
葉
歌
木
簡
」

研
究
覚
書
き
」（『
国
文
学
』
第
五
十
四
巻
六
号 2009･4

）

（
8
）
渡
辺
晃
宏
氏
（
注
4
）
論
文
。

（
9
）
拙
稿
（
注
3
）
論
文
⑦

（
10
）（
注
5
）
著
書
『
万
葉
歌
木
簡
を
追
う
』（「
お
わ
り
に
―
や
り
残
し
た
こ

と
―
」
和
泉
書
院 2011･1

）
に
「
あ
さ
な
ぎ
」
木
簡
の
指
摘
が
あ
る
。

（
11
）
上
野
誠
氏
「
特
集 

歌
謡
の
時
代 

馬
場
南
遺
跡
出
土
木
簡
臆
説
―
ヤ
マ
ト
ウ

タ
を
歌
う
こ
と
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
〇
巻
一
一
号 2009･11

）、
吉

川
真
司
氏
「
法
会
と
歌
木
簡
―
神
雄
寺
跡
出
土
歌
木
簡
の
再
検
討
―
」（『
萬

葉
集
研
究
』
三
六
巻 

塙
書
房2016･12

）

（
12
）
東
野
治
之
氏
「
平
城
出
土
資
料
か
ら
み
た
難
波
津
の
歌
」（『
日
本
古
代
木

簡
の
研
究
』
塙
書
房 1983･3

）

（
13
）
拙
稿
（
注
3
）
論
文
①

（
14
）
市
大
樹
氏
『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』（「
第
九
章 

飛
鳥
藤
原
木
簡
の
諸
相

第
一
節 

前
白
木
簡
に
関
す
る
一
考
察
」
塙
書
房 2010･10

）、
同
氏
「
黎

明
期
の
日
本
古
代
木
簡
」（『
国
立
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
九
四
集 

2015･3

）、
三
上
喜
孝
氏
「
韓
国
出
土
の
文
書
木
簡
―
「
牒
」
木
簡
と
「
前

白
」
木
簡
を
中
心
に
―
」（『
国
立
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
二
四
集 

2021･3

）

（
15
）「
漢
式
和
文
」
と
い
う
名
称
は
、
山
口
佳
紀
氏
『
古
事
記
の
表
現
と
解
釈
』

（
風
間
書
房 2005･2

）
に
準
じ
る
。

（
16
）
東
野
治
之
氏
「
長
屋
王
家
木
簡
の
文
体
と
用
語
」（『
長
屋
王
家
木
簡
の
研

究
』
塙
書
房 1996･11p33

）、
同
氏
「
木
簡
に
現
わ
れ
た
『
某
の
前
に
申

す
』
と
い
う
形
式
の
文
書
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
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房 1983･3

）。

（
17
）
福
山
敏
男
氏
「
法
隆
寺
五
重
塔
の
落
書
の
和
歌
」『
日
本
建
築
史
研
究 

続

編
』
墨
水
書
房 1971

所
収
、1953･11

初
出
）
の
釈
文
に
よ
る
。「
富
四
」

の
上
の
文
字
は
「
之
」
で
あ
ろ
う
か
。「
肺
」
は
「
肧
」
か
。「
月
不
出
」
の

可
能
性
も
あ
る
。
左
か
ら
書
き
散
ら
し
た
も
の
か
。

（
18
）「
藤
原
宮
跡
南
面
西
門
付
近
出
土
木
簡
」
に
、「
・
但
鮭
者
速
欲
等
云
□
□
」

「
・
以
上
博
士
御
前
白　

宮
守
官
」
と
あ
る
。「
但
し
鮭
は
速
く
欲
し
、
と

云
ふ
」
な
ど
と
訓
読
で
き
る
。

　
　

ほ
か
、
桑
津
遺
跡
出
土
木
簡
（
七
世
紀
前
半
）
に
（
釈
文
、
私
案
を
含
む
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寫
之
乎

　
　
　
　

・（
符
籙
）　

文
田
里　

道
意
白
加
之

　
　
　
　

・
各
家
皮
等
之

　
　
　

と
あ
る
事
例
も
同
様
、「
白
ス
＋
『　
　

』」
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。
最

古
の
呪
符
木
簡
と
思
わ
れ
る
が
、「
白
（
ま
を
す
）」
以
下
を
「
発
話
」
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、『（
之
を
）
加
へ
、（
之
を
）
寫
（
う
つ
）
せ
』」

の
意
で
あ
ろ
う
か
（
左
行
か
ら
読
む
、「
之
」「
乎
」
は
漢
式
に
な
ら
い
、

不
読
の
可
能
性
も
あ
る
）。
木
簡
の
内
容
は
、
文
田
里
の
里
長
等
に
、
こ
の

呪
符
札
を
各
戸
に
祀
る
こ
と
を
指
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
は
、

「
各
の
家
は
之
を
等
し
く
せ
よ
（
委？

し
く
せ
よ
）」
と
訓
め
る
で
あ
ろ
う
か

（「
寫
」
は
「
募
」
で
あ
れ
ば
、『
新
撰
字
鏡
』「
募
」
の
訓
み
に
「
ネ
ガ
フ
」、

滋
賀
県
北
大
津
遺
跡
出
土
の
音
義
木
簡
に
「
慕
ネ
ガ
フ
」
と
あ
る
こ
と
が

参
考
に
な
る
）。「
道
意
」
は
「
道
意
弥
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
存
疑
。

（
19
）
乾
善
彦
氏
「
部
分
的
宣
命
書
き
と
和
漢
混
淆
文
」（『
女
子
大
文
学 

国
文
篇
』

五
十
四
号 2003･3

）
に
も
、
漢
式
の
文
章
内
に
含
ま
れ
る
「
会
話
」
に
つ

い
て
指
摘
が
あ
る
。
の
ち
、『
日
本
語
書
記
用
文
体
の
成
立
基
盤
』（「
第
四

章　

変
体
漢
文
表
記
か
ら
和
漢
混
淆
文
体
へ
」
塙
書
房 2017･3

）
に
所
収
。

な
お
、
古
事
記
会
話
文
の
引
用
の
方
法
も
同
書
に
詳
し
い
。

（
20
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
前
白
木
簡
」
の
整
理
と
と
も
に
、
別
稿
を
予
定

し
て
い
る
。

（
21
）
早
川
庄
八
氏
「
公
式
様
文
書
と
文
書
木
簡
（『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』

吉
川
弘
文
館1997･5

）

（
22
）
三
上
喜
孝
氏
（
注
14
）
論
文
。

（
23
）
東
野
治
之
氏
「
長
屋
王
家
木
簡
の
文
体
と
用
語
」『
長
屋
王
家
木
簡
の
研

究
』
塙
書
房 1996･11

、p23

～p26

）

（
24
）
同
木
簡
に
は
「
志
我
山
寺
都
保
菜
造
而
遣
若
反
者
遣
支
」
と
も
あ
り
、
東
野

治
之
氏
は
、「
志
賀
山
寺
に
つ
ほ
菜
造
り
て
遣
は
せ
。
若を
ち
反か
へ
り
し
者
は
遣
は

し
き
」
と
訓
読
す
る
（
注
23
著
書
、p50

）。
同
長
屋
王
木
簡
に
は
、「
醬
」

や
「
酒
粕
」
の
漬
物
を
記
録
し
た
木
簡
も
見
ら
れ
、
漬
物
類
の
可
能
性
も

る
が
、
在
疑
。『
万
葉
集
』
に
は
、「
茅
花
抜
く
浅
茅
が
原
の
つ
ぼ
す
み
れ

今
盛
り
な
り
わ
が
恋
ふ
ら
く
は
」（
大
伴
田
村
大
嬢
、
巻
八
・
一
四
四
九
）

と
あ
り
、「
つ
ぼ
す
み
れ
」
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
「
つ
ば
な
」
の
歌
が
あ
る
。

「
つ
ば
な
」（
チ
ガ
ヤ
：
イ
ネ
科
）
で
あ
れ
ば
万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
、
春
か
ら

初
夏
に
か
け
て
、
若
い
「
花
穂
（
花
筍
）」
を
食
用
に
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
旧
暦
五
月
で
あ
れ
ば
、
紫
の
花
穂
は
、
そ
の
鞘
か
ら
白
い
綿
穂
を
な

び
か
せ
る
頃
と
な
り
、
食
用
に
は
適
さ
な
く
な
っ
て
い
よ
う
。
年
が
更
ま

り
、「
若を
ち

反か
へ

り
し
」
若
穂
は
も
う
遣
わ
せ
た
、
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
。
チ

ガ
ヤ
は
多
年
草
で
あ
り
繁
殖
力
が
高
い
。
夏
は
じ
め
の
旧
暦
五
月
、「（
新

し
く
）
造
っ
て
遣
わ
せ
」
と
の
意
と
も
と
れ
る
。

（
25
）
小
谷
博
泰
氏
『
上
代
文
学
と
木
簡
の
研
究
』（
和
泉
書
院 2000･1

）

（
26
）
拙
稿
「
正
倉
院
文
書
紙
背
『
韓
藍
花
歌
切
』
攷
―
附
、
正
倉
院
文
書
（
僧
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正
美
書
状
）
落
書
―
」（『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
の
会 

会
誌
』
第
36
号  

2019･10

）、
な
お
、
本
稿
で
い
う
「
別
稿
」
と
は
、
当
該
論
文
を
指
す
。

（
27
）
拙
稿
（
注
26
）
に
詳
述
。

（
28
）
内
田
賢
德
氏
・
乾
善
彦
氏
編
『
万
葉
仮
名
と
平
仮
名
―
そ
の
連
続
・
不
連

続
』（
三
省
堂 2019･3

）
は
、
万
葉
集
の
「
仮
名
書
き
」
の
在
り
よ
う
か
ら
、

平
安
の
「
か
な
文
字
」
ま
で
を
視
野
に
据
え
る
も
の
で
あ
り
、
教
唆
的
で

あ
る
。

（
29
）
拙
稿
（
注
3
）
論
文
②
③
④
参
照
の
こ
と
。

（
30
）
奥
村
悦
三
氏
「
か
な
で
書
く
ま
で
―
か
な
と
か
な
文
成
立
以
前
―
」（『
萬

葉
』
一
三
五
号 1990･3

）

（
31
）
拙
稿
（
注
3
）
論
文
⑤

（
32
）
川
端
善
明
氏
「
万
葉
仮
名
の
成
立
と
展
相
」（『
日
本
古
代
文
化
の
探
求 

文

字
』
社
会
思
想
社 1975･7

）　

（
33
）
拙
稿
（
注
3
）
論
文
⑥

（
34
）
拙
稿
「
人
麻
呂
の
「
端
〃
」
と
「
小
端
」
―
「
畳
語
」
の
「
繰
返
し
表

記
」
の
視
点
か
ら
―
」（『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
の
会　

会
誌
』
二
一
号

2001･3

）


